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“結婚するとき、私は女房を食

べ て し ま い た い ほ ど 可 愛 い

と思った。今考えると、あの

とき食べておけばよかった ”  

アーサー・ゴッドフリ ー  

     
 【前住職・聞思 】  

一人じゃ淋しい  二人は煩わしい、  

 子どもを通して、社会やその国の様子が、少しずつ

見えてくると言われたことがある。  

パレスチナ・ガザの子どもたち、ウクライナの学校

は？  

そして自分達の周りの子どもたちは・・・  

 以前、「絆」という言葉が流行ったが、私には、か

なり受け入れがたかった。何か、皆が絆ということを

意識すべきで、それが当然なんだ！という雰囲気にな

ってしまい、何か強制されてるみたいで。   

 元来、好むと好まざるにかかわらず、深く関わりあ

っているというのが、仏教の見方である。実際、そう

であろう。人間も、他の動植物も、皆必死に生きてい

るであろう。今、改めて、私の非仏教的な生き方、狭

小的人間性が露呈される。 「「孤食
こ し ょ く

」「・「孤育て」・「孤

老」・「孤死」。  

  〈孤 〉が増え続ける現代社会  
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令 和 6 年 ６ 月 13 日  

ご門 信 徒  様  

光 照 寺 運 営 委 員 会  

 

 

春 季 法 要 勤 修 に関 する報 告  

5 月 25 日 （ 土 ） 、26 日 （ 日 ） に春 の法 要 （ 2 日 間 ・計 3 法 座 ）  

を、延 べ 70 名 以 上 の皆 様 にご参 拝 いただき、無 事 に勤 める 事 が出  

来 ました。これもひとえに、御 門 信 徒 様 並 びに有 縁 の皆 様 方 の御 懇  

志 の賜 だと厚 く御 礼 申 し上 げます。  

また、法 要 前 の準 備 、法 要 当 日 の運 営 にご協 力 いただいた御 門 信 徒  

様 並 びに有 縁 の皆 様 方 に対 して、重 ねて心 より謝 意 を申 し上 げます。  

御 門 信 徒 の皆 様 から賜 りましたご浄 財 は、標 記 の会 計 収 支 の通 り対  

応 致 しましたのでご報 告 します。  

なお、今 年 のこれからの光 照 寺 での仏 事 （ お盆 合 同 法 要 等 ） 行 事  

に際 しましても、努 力 してまいります。老 若 男 女 問 わず、又 御 門 信 徒  

様 の有 無 に関 わらず、一 人 でも多 くの皆 様 にご参 拝 いただきますよう、  

よろしくお願 いします。  

記  

収 入  支 出  

志 納 金    322,000 円  講 師 御 礼   200， 000 円  

（ 56 名 ） 6 月 13 日  時 点  諸 雑 費      35， 317 円  

合  計     322， 000 円  合  計      235， 317 円  

＊ 収 支 の残 高  86， 683 円 は、今 後 の寺 院 活 動 に活 用 させていただき  

ます。                                              以 上   

 

 

 

 

当 日 、 お 手 伝 い 頂 い

た ス タ ッ フ 表  
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春 季 法 要  「 親 鸞 聖 人 お誕 生 会 ・御 門 信 徒 総 永 代 経 」  

日 時 ： 令 和  6 年  5 月 25 日 （ 土 ） 昼 席 １ ３ 時 半   

26 日 （ 日 ） 朝 席 １ ０ 時  昼 席 １ ３ 時 半  

場 所 ： 光 照 寺   

講 師 ： 海 法 龍 師  （ かいほうりゅう）  

スケジュール お勤 め 正 信 偈  ご法 話  

ご法 話の 一部 を掲 載       （住 職  濱嵜  重信 ）  

 

存 在 し て い る も の 、 ど の 命 に も

全 て音 がある。  

そこには、善 悪 はない。  

音 楽 家 の 坂

本 龍 一 さ ん が

癌 を 発 病 し 、 末

期 、 そ し て 死 に

至 る ま で の 数

年 間 の 闘 病 生 活 、 そ の 中 で 、 音 楽 を

通 して 分 かって き た 事 が、 中 学 3 年

生 の教 科 書 に掲 載 されています。  

以 下 そ の 文 章 を 先 生 が ア レ ン ジ し

た も の で す 。 「 僕 は 、 人 間 が 考 案 し て

決 め た 調 律 よ り も 、 音 楽 に 加 工 さ れ

る 以 前 の 音 に 興 味 を 持 ち 始 め た 。 人

は 、 ノ イ ズ と 思 う 音 は 排 除 す る も の と

し て き た が 、 僕 は そ の ノ イ ズ を 聞 い て

みようと 思 った。 ど の 音 も 同 じ 必 然 性

で 同 じ 重 要 性 を 持 っ て 、 理 由 が あ っ

て 存 在 し て い る 。 な の に 人 が い い 音 、

悪 い 音 と 決 め 、 悪 い 音 は 無 視 し て し

まう。 人 々 が 無 自 覚 のうち に 同 期 して、

こ れ は い い 音 だ と 思 う サ ウ ン ド は 、 脳

が（ 煩 悩 が・心 が ） そういう フィルター

越 しに 世 界 を 認 識 していることと 同 じ

で 、 人 間 を 一 つ の

檻 に 閉 じ 込 め る 。

僕 はあえて 同 期 し  

な い 音 楽 を 作 っ て み よ う と 思 っ た 。 こ れ

は 人 間 社 会 で も 同 じ で は な い か 。 不 寛

容 の 時 代 に は 、 同 期 し な い 音 を 聴 く こ

と が 大 切 で は な い か 。 」 あ な た 自 身 が

大 切 、 ど の 存 在 に も 意 味 があ る。 そのこ

と を 、 南 無 阿 弥 陀 仏 と い う 明 る さ と 温

か さで 、 ご 先 祖 の 仏 様 方 は 、 私 に ま で、

伝 え 続 け て こ られ ま し た。 それ に う な ずく

（ ど の よ う な 自 分 自 身 に も 意 味 を 見 い

だす） と、 自 分 の一 生 を 大 切 に 全 うして

いけるのではないでしょうか。 そして仏 教

を親 が、 聞 き続 ける歩 みが、 子 や 孫 につ

な が っ て い く 仏 事 を 、 永 代 経 法 要 と い

います。
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定例法座「ためして仏教！！」の報告  
基 本 、毎 月 第 一 週 目 の日 曜 日 に定 例 の法 座 を行 っています。  

サブタイトル「 人 に 迷 惑 をかけずに生 きていきたいから、 老 後 は施 設 に入 り、  

お葬 式 は 行 わず、お骨 は散 骨 に しようと思 っています。  

でも何 か心 に 引 っかかりを感 じま す。これで 良 いのでしょうか。」  

日  時 ： 令 和 6 年 ２ 月 ４ 日 〔 日 〕 13:3 0～ 15:0 0                 

場  所 ： 光 照 寺  斉 室  

講  師 ： 住 職 自 勤  

スケジュール：  

１ ３ ： ３ ０  お勤 め  お焼 香   

１ ４ ： ０ ０  座 談              

１ ４ ： ３ ０  座 談 を 受 けての法 話  

１ ５ ： ０ ０  終 了  

法 話  

迷 は、本 当 の道 に迷 うことを意 味 し、惑 は途 方 にくれて戸 惑 うことを  

意 味 します。迷 いとは、勘 違 い・捉 え違 いすることです。私 の欲 望 への  

執 着 と名 誉 と利 益 を求 めすぎる心 が私 を迷 わせているのでしょう。  

迷 惑 をかけたり、かけられたりしながら 、それでもお互 いに協 力 し助 け合  

いながら生 きて、命 をつないできたのでしょう。だから 人 の手 を借 りること  

は、そんなには、恥 ずかしいことではないでしょう。肝 心 なのは人 とのつな  

がりを忘 れないことであり、迷 惑 をかけたり、かけられたりが人 生 ではな  

いのか。肉 体 の命 は亡 くなっても、これからは、仏 様 になって後 の方 たち  

へ願 いや思 いとなって託 されているのではないでしょ  

うか。どんな状 態 の自 分 自 身 をも受 け止 めて、生 き  

ていく姿 を見 せること、このことを伝 えていくことが、  

大 事 だと思 います。親 として伝 えるべきことはちゃんと  

伝 えて、あとはこどもたち自 身 がどうするかだと思 います。

お勤 めの様 子  
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             【 ル ー ル 】  

＊ 縦 の ワ ー ド 、 横 の  

ワ ー ド の 質 問 に 答 え  

て マ ス を 埋 め て い く  

と 言 葉 に な り ま す 。  

＊ そ れ ぞ れ の マ ス に  

カ タ カ ナ １ 字 が 入 り  

ま す 。   

＊ 縦 の ワ ー ド と 横 の  

ワ ー ド の 交 差 す る  

マ ス に は 、 共 通 の 文 字  

が 入 り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1   ３  ４  

 

 

５  1 0  ２  

 

 

ウ  
 ６   1 4  9  

７   

ウ  
 

ン  
  ８  1 2  1 3   

9 13 12 14 

【
縦

の
ワ
ー
ド
】 

① 

手

を
合

わ
せ
る
事

を
？ 

② 

強

く
て
固

い
こ
と
を
？ 

③ 

月

参

り
で
お
勤

め
す
る
○
○
○
○
○
ゲ 

④ 

ス
ペ
ー
ス
を
日

本

語

で
言

う
と
？ 

〔 横 の ワード 〕  

② 「 経 」 この漢 字 を読 むと  

③四 つの苦 しみは？  

⑤仏 様 の教 えは？  

⑥歌 を唄 う事 は？  

⑦野 球 のバットを強 く振 ることを  

⑧インドなどに生 息 するスパイスの一  

つ で  ○ ○ ○ の 力 と い う 商 品 が あ り

ます。  
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会 議 の議 題  

令和 6 年光 照寺 「 責任 役員 会 」 「 総 代会 」 「 運 営委 員会 」  

合同会議の報 告  

 

1 .  日  時  令和 6 年 4 月 25 日 （ 木 ） 18 時 ～ 21 時  

2 .  場  所  光照寺会議室  

3 .  出席者  責任役員 ： 濱 嵜 重信 （ 代表 役員 ） 、岡 村陽 子 、松 井栄 次   

総     代 ： 高 畠晴 美 、今 本隆 文 、濱 嵜由 紀  

運営委員 ： 鈴 川  隆 、田 中旦 代  

4 .  議  題  

  出席役員の確 認  

  令和 5 年度 事業 活動 の報告  

  令和 5 年度 収支 決算 の報告  

  令和 5 年度 財産 目録 の報告  

  令和 6 年度 事業 計画案 の審 議  

  令和 6 年度 収支 予算案 の審 議  

  その他  

以上の議 題について、代 表役員 の濱嵜重信 より詳 細 な報告 と提 案  

に対 し、出 席役員からの質 問や意見があり、真 剣 な討議 と審議 の結果 、  

全員一致 により承認 されました。  

中でも、今 年度の事業 計画案 については、特 に 3 点 のことについて重  

点的に取 り組 んでいくことを確認 しました。  

1 点 目 、門 信徒 さん、Ｈ Ｐ 閲 覧者 さんのことを考 え、そして、寺 院 としての役  

割 も考 えた上で広 報活動 (ホームページ・光 照寺通信 )を行 って  

いく。  

2 点 目 、こどもの行 事 ・仏 事 の再 開に向 けて具体的 な準備 を進めていく。  

3 点 目 、自 然災 害への備 え、災 害時 にどのような役目 を寺院 は担 うことが  

出来 るのか検討 していく。  

今年度始めに開設 した「 寺 院 ホームページ」 については、寺 院活  

動 を広 報 する役割 として期待 されていることが、会 議参加 者の発  

言 よりうかがえました。  
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    2024 年  光 照 寺  下 半 期 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊  お盆 合 同 法 要 、光 照 寺 公 開 講 座 、文 化 祭 、 こどもフェス について  

は、ホームページ・ 別 紙 にてご案 内 致 します。 詳 細 をご 確 認 下 さい。  

＊  光 照 寺 公 開 講 座 について  

様 々な方 面 で活 躍 している御 講 師 のお話 から、 お一 人 お一 人 が 生  

活 、生 きる上 でのヒントをえることを目 的 として 開 設 した講 座 です。 門  

信 徒 様 のいかん に関 わらずどなた様 の参 加 も歓 迎 です。  

Zoom でも参 加 できます。 参 加 を お待 ちしています。  

 

 

 

13 日 (火 )  

  ～ 15 日 (木 )

お盆 合 同 法 要  
１ 0:3 0～  

14 日 （ 土 ）  

１ ３ :30～ 16： 00  

光 照 寺 公 開 講 座  

医療現場で  

”生 きること”を学ぶ  

-苦 悩 の心 をたずねて‐  
岸上仁師  

(僧 侶 兼 医師 )  

 

 

 

6 日 (日 )

１ ３ :30～ 15： 30  

『ためして仏 教 ！ ！ 』

正 信 偈 のつまみ食 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

3 日 (日 )  

１ ３ :30～  

『ためして仏 教 ！ ！ 』

動 画 を 通 して考 える  
13 日 (金 )～ 16 日 (月 )  

時 間 未 定  い ずれ か の 中

の 1 日 に 参 拝 し ま す。   

四 日 市 別 院 報 恩 講  

27 日 (日 )  

時 間 未 定

文 化 祭  

日時未定

こどもフェス  

光 照 寺 清 掃 活 動 のお知 らせ  

9 月 8 日 (日 ) 朝 8 時 ・12 月 1 日 (日 ) 朝 1 0 時 に光 照 寺 館 内 、 お

寺 周 り のお 掃 除 を 実 施 致 し ま す。 一 人 で も 多 くの 方 のお 手 伝 い ご 協 力 を

お願 いします。  
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お手 伝 い頂 いている方 、お手 伝 い頂 いていた方 々、いつもありがとう  

ございます。  

体 調 等 の理 由 により、お手 伝 いが難 しい方 が増 え続 けています。  

すると今 まで行 っていた大 切 な仏 事 ・行 事 は・・・・？  

仏 事 ・行 事 をするに当 たって、人 手 が必 要 です。1 人 でも・1 回 で  

も 1 時 間 でも構 いません。無 理 のない範 囲 でお力 をお借 し頂 けま  

せんか。各 行 事 のご案 内 に詳 細 を記 載 する予 定 です。そちらに  

てご確 認 ください。よろしくお願 いいたします。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコン・スマホ等 で URL を入 力 して頂 くか、QR コードを読 み込

んで頂 くと寺 院 の諸 活 動 の案 内 や報 告 やお知 らせがご覧 になれ

ます。是 非 ご覧 下 さい。  

URL:         https ://koushouji -moj i . sakura.ne. jp  

QR コード  
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前

坊

守 

 

ホームページを立ち上げました

https://koushouji-moji.sakura.ne.jp/

